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My	City	Forecast構築の背景

2



都市の様々な課題

Ｚ

現 状

いずれのバス路線も
低頻度の運行回数

公共交通沿線へ
の居住の誘導

拠点エリアへの
医療、福祉等の
都市機能の誘導 拠点エリアにおける循環型の

公共交通ネットワークの形成

中心駅

これからの姿

歩行空間や自転車
利用環境の整備

コミュニティバス等による
フィーダー（支線）輸送

拠点エリア

マイカーが主要な移動手段

公共交通空白地域

立地適正化計画

地域公共交通再編実施計画
連携

乗換拠点の
整備

拡散した市街地

拠点間を結ぶ
交通サービスを充実

好循環を実現

デマンド型

乗合タクシー等
の導入

コンパクトシティ＋ネットワーク
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コンパクト化

⾼齢化

インフラ
⽼朽化

⼈⼝減少

国⼟交通省提供



• 都市計画関連情報への
低い関⼼・認知度

• ⾝近な範囲に留まる興味

まちづくりにおける市⺠協働の課題

⾏政 市⺠

• ⼈員・技術⼒の不⾜
• データ分析やシミュレー
ションへの⾼いハードル

説明

意⾒・評価

不⼗分

4

• 担当者と市⺠を埋める⼿段が存在しない



トップ画⾯
（https://mycityforecast.net/）
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リストボックス
で⾃治体を選択

します



Step2.	知りたい将来
年をクリック

Step3.	14指標について、
3つのケースで⽐較

Step4.	市⺠の意⾒を
登録

5指標 (総⼈⼝,	⾼齢
者⼈⼝,	⼦供の⼈⼝,	
⾏政コスト,	緑地割
合)

現状の値

そのままの都市構
造の場合の将来値

計画された都市構
造の場合の将来値

5指標（医療施設、
学校、スーパー、コ
ンビニ、⼤型商業施
設へのアクセシビリ
ティ）
4指標（介護施設、
保育施設、⾏政施設、
公園へのアクセシビ
リティ）

Step1.	知りたいエリア
をクリック

(500mメッシュ)

街の将来像可視化ツール：MyCityForecast
https://mycityforecast.jp
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システムの考え⽅
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全体の将来推定フロー
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n 国勢調査
n 国⼟数値情報

n ⾃治体決算情報
n 公共交通情報

• 居住誘導エリアを指定し
た⼈⼝遷移を想定

現在・過去の都市の姿を
表すオープンデータ

output

⼈⼝分布
を推定

• 周辺⼈⼝で現状規模を維
持できるか判定

都市施設の
配置推定

• 推定した⼈⼝分布、施設
⽴地に応じた変化

⾏政コスト
を算定

input

n ⼈⼝指標
n 都市施設への
アクセシビリティ

n 環境指標
n 市⺠⼀⼈あたりの
財政負担

地域メッシュ5年ごとの
⽣活関連指標の推定値

都市のコンパクト化を
想定したシミュレーション



使⽤しているデータ
（オープンデータ・各種統計データなど）

9



将来⼈⼝分布の推定⽅法
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コーホート
予測⼈⼝

建物更新予測

新規需要住宅
数

更新住宅数

居住地選択

居住誘導地域へ
の配分

（世帯増加率を
重みとする）

将来住宅数

将来⼈⼝

将来市街地⾯
積

住宅数

⼈⼝

t年 ｔ+5年

推定時の仮定
• 市内の住宅需要は市内で満たされる
• 都市計画に居住誘導がある場合、住宅の新規需要、更新の際には誘導地域に新
たに住居を求めるものとする。誘導地域のデフォルト設定は平成２２年度版⼈
⼝集中(DID)地区。

• 世帯数に⽐例して⼈⼝、市街地⾯積は増減する

社⼈研による市全
体の将来⼈⼝推定

値で補正

推定フロー

そのままの都市構造：
計画された都市構造：



将来施設配置の推定⽅法
Ø 現存の⽴地状況をもとに、各施設ごとのカバー距離圏の⼈⼝密度における閾値
を設定する。

Ø ⺠間の営利施設
閾値を下回れば持続可能性が低いとし、閾値をこえれば存続する、とする

Ø 公共の施設
「そのままの都市構造」の場合現状から変化しないとし、「計画された都市構
造」の場合は⺠間の営利施設と同様の振る舞いとした。
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アクセシビリティの計算
• アクセシビリティ
各施設について、対象メッシュからその施設が存在するメッシュまでの、中⼼点
の最短移動時間を計算する。
※現状は、鉄道所要時間と最寄駅からの徒歩で、計算している。
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■：対象メッシュ
■：施設が存在する最も近いメッシュ
―：最短移動時間ルート



将来⾏政コストの算定⽅法
• ⾃治体発表の予算報告などから、分野ごとの歳出額を⽤いる
• 都市構造の影響を受けると考えられる分野を選択し、その歳出額は代表的
な影響因⼦の増減に⽐例すると仮定する。

• 都市構造の影響を受けない分野の歳出額についてはコンスタントであると
仮定し、⾜し合わせる
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歳出分野 ⾦額 constant 代表影響因子

議会 572778000 t -

総務 7274040000 t -

⺠⽣ 15914356000 f ⾼齢者数
衛⽣ 2046612000 f 市街地⾯積
労働 36329000 f 総⼈⼝
農林⽔産業 1792794000 t -

商⼯ 857264000 t -

⼟⽊ 342299000 f 市街地⾯積
・・・ ・・・ ・・・ ・・・

⽔⼾市Ver. の代表影響因⼦の設定例

例えば：
推定年の歳出分野「労働費」は

36.3(百万円)× 推定年の総⼈⼝
Ｈ２６年の総⼈⼝



カスタマイズ機能
(現在、有償機能*として提供）
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地域のオリジナルデータを⽤いた
カスタマイズ型シミュレーション
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居住誘導地域の設定

都市施設の整備
⽅針の設定

地図表⽰レイヤの設定

オリジナルの
MyCityForecast

ＤＢ
読み込み

再計算
結果

カスタマイズ設定画面

URL発行

パラメータ設定/ 
データアップロード

ユーザ

計算時間：1分以内
計算効率化により、リアルタイム
のシミュレーションを可能に

ワークショップ時間内での計画案
検討・反映に利⽤できる



カスタマイズ機能で設定できる項⽬
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1.居住を誘導する地域
⼈⼝を集めるとしたら
どの市内のどのエリ

ア？

→「計画された都市構
造」の⼈⼝推計に反映

されます

クリックで登
録したいメッ
シュを選択

2.都市施設の整備⽅針
どれくらいの⼈⼝になる
まで、都市施設を保つこ

とができる？

例：100⼈/km2 =「1km圏⼈⼝
が100⼈以上であれば施設は残

る」という条件
→「計画された都市構
造」の施設配置推計に反

映されます

1km圏⼈
⼝密度を
⼊⼒

3.地図表⽰レイヤーの追
加

この情報も追加してみた
い！地図に重ねてみた

い！

→地図レイヤ選択部分に
反映されます

シェープファ
イル(Shapefile)
アップロード



利⽤・検証事例
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対象地域 実施⽇ 対象 テーマ ⼈数
⽔⼾市 2015/10/16 市職員 都市計画策定に向けた庁内勉強会 18名

2016/1/21 市⺠・企業 オープンデータ利活⽤研究会 20名
横浜市 2015/11/9 市職員 データ活⽤職員研修 52名

2016/1/16 市⺠（⻘葉区⺠会議） データを通して区の将来を考える 11名
倉敷市 2017/1/7 市⺠・企業・市職員・国 市街地（観光地）渋滞対策 15名
江津市 2017/1/14 市⺠・⺠間団体・市職員 過疎地の公共交通問題・医療介護の拠点 25名
南砺市 2017/1/21 市⺠・企業・市職員 公共施設施策を考える 25名

MCFを活⽤したワークショップの実施

18

操作体験 データに
基づく議論 課題の共有
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ワークショップ例（南砺市）
• グループによって、まちの将来像の⼒
点を変えてみる
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災害対策を中⼼とした
井波地区への誘導班

介護・医療対策中⼼
とした福光・福野地
区への誘導班

買い物難⺠対策を中
⼼とした服の地区へ

の誘導班



MCFによる⽴地適正化計画への賛同態度
の変化（⽔⼾市⺠へのアンケート）
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3.6

3.8

手続き的公正感 私的利益感 社会的利益感 賛同態度

評
価
点
(平
均
)

Step1,内側 Step1,外側

Step2,内側 Step2,外側

Step3,内側 Step3,外側

テーマ事業 ⽴地適正化に向けた居住誘導区域の設定

対象 ⽔⼾市在住市⺠ 誘導区域の外側在住 52名
誘導区域の内側在住 61名

実施期間 201512/18〜2015/12/24

段階的な影響情報の提⽰による賛同態度の変化
(1~6の6段階評価) 居住誘導区域の外側

の回答者
→事業そのものの評価と
賛同度を有意に下げた

居住誘導区域の内側
の回答者

→⼿続き的公正感の向上
のみが顕著な変化

事業がもたらす利害関係
によって、情報の捉え⽅
が異なる可能性



MCFによる移転可能層の掘り起こし
• 賛同態度と⾏動意図の指標(⽀払意思額)の相関関係を⽐較
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→ より⾏動につながりやすい賛同態度が形成されている
＝都市の将来を担う責任意識の表れとも⾔える



My	City	Forecastのこれから
• 無償版（現在のWeb公開版）は、データ等の更新を予定。

Ø実習や市⺠とのワークショップ等での活⽤は⼤歓迎です！

• 5⽉末〜：「カスタマイズ機能」の有償販売開始
Ø3カ⽉プラン：20万円
Ø1年プラン ：50万円 （※1週間はお試し無料利⽤可能）
※カスタマイズ機能を⽤いるためのログインIDは「G空間情報
センター」から取得ください。IDは1つのメールアドレスと紐
づいています。

• 11⽉〜：富⼭県南砺市と公共施設管理機能の実装に向
けた共同研究をスタート
Ø 公共施設の関連データを⽤いて、公共施設の資産マネジメン
トに関わる機能や将来計画の⽴案に向けたシミュレーション
機能を実現することを⽬的

Ø 平成30年9⽉末をめどに機能実装および⾃治体でのシステム
試⾏を実施予定 22



有償版を含め深く活⽤をご検討頂ける
⽅、下記までご連絡ください！

sekimoto@iis.u-tokyo.ac.jp
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